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研究要旨 

 爆発損傷（爆傷）に対する防御および救護体制・救急処置の開発を目的として、国内

外の最新の科学的情報を収集する。その結果、本邦の爆傷に対する現状の課題と最新情

報に基づく備えの構築に関する成果が期待される。令和 2年度では、文献等を渉猟して、

爆傷に対する理想的な救護・搬送体制を提言することを目的とした。 

Ａ．研究目的 

 文献等を渉猟して、爆傷に対する理想的

な救護・搬送体制を提言すること。 

Ｂ．研究方法 

 爆傷関連の文献を渉猟し、法執行機関の

方々とのヒヤリング結果を基盤として、本

邦における爆傷の救護・搬送体制の一案を

提言する。 

（倫理面への配慮） 

なし 

Ｃ．研究結果 

 本邦における銃創・爆傷の救護・搬送の

一案を下記に記述する。危険を伴うホット

ゾーンでは、脅威の排除が最重要で、救護

のために更なる負傷者を発生させないよう

にするのが最も大事である。負傷者を現場

から脱出させ、脅威の排除のもとに四肢な

どの外出血を CAT 等で止血する。ホットゾ

ーンから脱出させた救護所では、迅速に後

送救護へと繋ぐ”buy time”の概念に基づ

き、最低限の応急処置を行って少しでも早

く後方の安全な地域へ負傷者を送るのがよ

い。大量傷者が発生した場合は時間をかけ

たトリアージの実施よりも、迅速に後送す

ることを優先するべきである。すなわち、

多数傷者の発生した爆弾テロ等の現場では

被災者を次々と救急車で迅速に後送し、直

近の大きな病院を救護所として、必要な救

命処置と初期トリアージを行い、そこから

分散搬送するのが上策と提案する。 

Ｄ．考察 

 本邦においては救急車等の参集する現場

救護所は現実的に限りなくコールドゾーン

に近いウオームゾーンに設定するしかない。

ただ、国内の爆弾テロ対応に対しては事件

現場であるホットゾーンから救急車が参集

する場所までを担当する救護組織が、警察

の特殊部隊以外に決まっていない。爆弾テ

ロに対する救急救護体制は、多職種連携に

よる切れ目のない救急救護体制が望まれる。 
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Ｅ．結論 

 本邦における爆傷に対する現実的な救

護・搬送体制を提言した。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 なし 
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2.  学会発表   
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

1. 特許取得：なし 

2. 実用新案登録 ：なし 

3. その他 ：なし 
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